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平
成
三
十
一
年
三
月
十
五
日

第

四

千

七

十

六

号

増

刊

②

　
　
　
　
教
育
委
員
会

○
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
教
育
庁
教
職
員
課
）
…
…
…
…
…
一

　
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会

○
公
職
の
候
補
者
等
が
使
用
し
得
る
演
説
会
施
設
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部

　
改
正�

（
市
町
村
支
援
課
）
…
…
…
…
二
五

　
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
五
日

福
岡
県
教
育
委
員
会
　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号

　
　
　
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
福
岡
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
二
条
の
表
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的

な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
項
を
削
り
、
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
二
十
二
号
）
の
項
を
削
る
。

　
第
三
条
の
表
一
、
四
、
六
の
項
中
「
平
成
二
十
年
改
正
省
令
」
を
「
免
許
法
施
行
規
則
」
に
改
め
、

同
表
七
の
項
中
「
免
許
法
附
則
第
十
八
項
」
を
「
免
許
法
附
則
第
十
七
項
」
に
、
「
平
成
二
十
年
改
正

省
令
」
を
「
免
許
法
施
行
規
則
」
に
改
め
、
同
表
八
、
十
、
十
一
、
十
二
の
項
中
「
平
成
二
十
年
改
正

省
令
」
を
「
免
許
法
施
行
規
則
」
に
改
め
、
同
表
十
三
の
項
中
「
平
成
二
十
四
年
改
正
法
附
則
第
十
九

項
」
を
「
免
許
法
附
則
第
十
八
項
」
に
、
「
平
成
二
十
五
年
改
正
省
令
」
及
び
「
平
成
二
十
年
改
正
省

令
」
を
「
免
許
法
施
行
規
則
」
に
改
め
、
同
表
十
九
の
項
中
「
平
成
二
十
年
改
正
省
令
」
を
「
免
許
法

施
行
規
則
」
に
改
め
る
。

　
第
三
条
の
二
の
表
五
の
項
中
「
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
五
項
」
の
下
に
「
括
弧
書
」
を

加
え
る
。

　
第
十
条
第
一
号
イ
の
表
中
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
を
「
領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
科

目
」
に
、
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
又
は
教
諭
の
教
育
の
基

礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
」
に
、
「
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
大
学
が
独
自
に
設
定
す

る
科
目
」
に
改
め
、
同
号
ロ
の
表
中
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
を
「
領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
関

す
る
科
目
」
に
、
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
又
は
教
諭
の
教

育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
」
に
改
め
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
の
表
中
「
教
科
に
関
す
る
科
目

」
を
「
教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
科
目
」
に
、
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
各
教
科
の

指
導
法
に
関
す
る
科
目
又
は
教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
」
に
、
「
教
科
又
は
教
職

に
関
す
る
科
目
」
を
「
大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目
」
に
改
め
、
第
五
号
の
表
中
「
教
職
に
関
す
る

科
目
」
を
「
養
護
教
諭
・
栄
養
教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
」
に
、
「
養
護
又
は
教

職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目
」
に
改
め
、
第
六
号
の
表
中
「
教
職
に
関
す

る
科
目
」
を
「
養
護
教
諭
・
栄
養
教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
」
に
改
め
、
第
七
号

イ
の
表
中
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
を
「
領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
科
目
」
に
、
「
教
職

に
関
す
る
科
目
」
を
「
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
又
は
教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す

る
科
目
等
」
に
、
「
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目
」
に
改
め

、
同
号
ロ
か
ら
ニ
、
第
八
号
及
び
第
九
号
の
表
中
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
を
「
教
科
に
関
す
る
専
門

的
事
項
に
関
す
る
科
目
」
に
、
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
各
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
又
は

教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
」
に
、
「
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
大
学

が
独
自
に
設
定
す
る
科
目
」
に
改
め
る
。

　
第
十
条
の
二
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
一
　
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
状
の
授
与
を
受
け
る
場
合

目
　
　
　
次

教
育
委
員
会

有
す
る
こ
と
を
必
要
と
す

る
学
校
の
免
許
状

免
許
法
別
表
第
八
の
第
三
欄
に
定
め

る
最
低
在
職
年
数
に
加
え
、
免
許
法

最
低
修
得
単
位
数
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二
　
小
学
校
教
諭
二
種
免
許
状
の
授
与
を
受
け
る
場
合

　
　
備
考�

　
各
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
の
単
位
の
修
得
方
法
は
、
国
語
（
書
写
を
含
む
。
）
、

社
会
、
算
数
、
理
科
、
生
活
、
音
楽
、
図
画
工
作
、
家
庭
、
体
育
及
び
外
国
語
（
英
語
、
ド

イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
そ
の
他
の
各
外
国
語
に
分
け
る
。
）
の
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科

目
（
幼
稚
園
教
諭
の
普
通
免
許
状
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
生
活
、
中
学
校
教
諭
の
普
通

免
許
状
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
免
許
教
科
に
相
当
す
る
教
科
を
除
く
。
）
の
う
ち

、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
修
得
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
イ�

　
各
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
の
最
低
修
得
単
位
数
が
七
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四

以
上
の
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
に
つ
い
て
修
得
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
四
の
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
を
修
得
す
る
と
き
は
、
三
以
上
の
教
科
の

指
導
法
に
関
す
る
科
目
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
二
単
位
以
上
を
、
五
の
教
科
の
指
導
法
に
関

す
る
科
目
を
修
得
す
る
と
き
は
、
二
以
上
の
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
二
単
位
以
上
を
修
得
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
ロ�

　
各
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
の
最
低
修
得
単
位
数
が
五
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三

以
上
の
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
に
つ
い
て
修
得
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
三
の
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
を
修
得
す
る
と
き
は
、
二
以
上
の
教
科
の

指
導
法
に
関
す
る
科
目
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
二
単
位
以
上
を
修
得
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
三
　
中
学
校
教
諭
二
種
免
許
状
の
授
与
を
受
け
る
場
合

　
　
四
　
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
の
授
与
を
受
け
る
場
合

施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
の
表
備
考

第
四
号
に
規
定
す
る
在
職
年
数
が
あ

る
と
き
の
当
該
在
職
年
数

保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

小
学
校
教
諭
普
通
免
許
状

一

三

有
す
る
こ
と

を
必
要
と
す

る
学
校
の
免

許
状

免
許
法
別
表
第
八

の
第
三
欄
に
定
め

る
最
低
在
職
年
数

に
加
え
、
免
許
法

施
行
規
則
第
十
八

条
の
二
の
表
備
考

第
四
号
に
規
定
す

る
在
職
年
数
が
あ

る
と
き
の
当
該
在

職
年
数

最
低
修
得
単
位
数

各
教
科
の

指
導
法
に

関
す
る
科

目

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導

、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道
徳
の
理
論

及
び
指
導
法

生
徒
指
導
の

理
論
及
び
方

法

教
育
相
談
（

カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
関
す

る
基
礎
的
な

知
識
を
含
む

。
）
の
理
論

及
び
方
法

進
路
指
導
及
び

キ
ャ
リ
ア
教
育

の
理
論
及
び
方

法

幼
稚
園
教
諭

普
通
免
許
状

一

七

一

二

二

五

一

一

中
学
校
教
諭

普
通
免
許
状

一

七

二

二

五

一

有
す
る

こ
と
を

必
要
と

す
る
学

校
の
免

許
状

免
許
法
別
表
第

八
の
第
三
欄
に

定
め
る
最
低
在

職
年
数
に
加
え

、
免
許
法
施
行

規
則
第
十
八
条

の
二
の
表
備
考

第
四
号
に
規
定

す
る
在
職
年
数

が
あ
る
と
き
の

当
該
在
職
年
数

最
低
修
得
単
位
数

教
科
に

関
す
る

専
門
的

事
項
に

関
す
る

科
目

各
教
科

の
指
導

法
に
関

す
る
科

目

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及

び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

大
学
が
独

自
に
設
定

す
る
科
目

道
徳
の
理

論
及
び
指

導
法

生
徒
指
導

の
理
論
及

び
方
法

教
育
相
談

（
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ

に
関
す
る

基
礎
的
な

知
識
を
含

む
。
）
の

理
論
及
び

方
法

進
路
指
導

及
び
キ
ャ

リ
ア
教
育

の
理
論
及

び
方
法

小
学
校

教
諭
普

通
免
許

状

一

七

二

二

二

五

一

二

三

五

一

一

高
等
学

校
教
諭

普
通
免

許
状

一

一

一

一

三

二

一

一

一

二

有
す
る
こ
と

を
必
要
と
す

る
学
校
の
免

許
状

免
許
法
別
表
第
八

の
第
三
欄
に
定
め

る
最
低
在
職
年
数

に
加
え
、
免
許
法

最
低
修
得
単
位
数

各
教
科
の

指
導
法
に
道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指

導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目
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様
式
第
一
号
そ
の
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

施
行
規
則
第
十
八

条
の
二
の
表
備
考

第
四
号
に
規
定
す

る
在
職
年
数
が
あ

る
と
き
の
当
該
在

職
年
数

関
す
る
科

目

生
徒
指
導
の

理
論
及
び
方

法

教
育
相
談
（

カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
関
す

る
基
礎
的
な

知
識
を
含
む

。
）
の
理
論

及
び
方
法

進
路
指
導
及

び
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
理
論

及
び
方
法

大
学
が
独
自

に
設
定
す
る

科
目

中
学
校
教
諭

普
通
免
許
状

（
二
種
免
許

状
を
除
く
。

）

一

一

二

六

二

一

一

四
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様式第１号その１（第３条） 

注） 
１ 履歴書を添付すること（公立学校の教職員は所属長の奥書証明のあるものでも可）。 
２ 手数料は､福岡県教育職員免許状関係手数料条例及び福岡県領収証紙条例の定めるところによ

り納入すること。 
３ 市町村（中学校組合）立学校の現職者にあっては、政令市教育委員会又は県教育庁教育事務所

を経由して提出すること。 
４ 学校に勤めている場合は、現所属欄に学校名を記入すること。 

教 育 職 員 免 許 状 授 与 申 請 書  
教 育 職 員 免 許 状 交 付 申 請 書  
教 育 職 員 検 定 申 請 書  
教 育 職 員 免 許 状 追 加 申 請 書 

 
年 月 日 

 
福岡県教育委員会 殿 

 

本 籍 地 県 都 
道 府 

ﾌﾘｶﾞﾅ  

氏   名 
○印  

 

生年月日 和暦              年 月 日 
（西暦 年） 

現 住 所 
〒 
 電 話 

 
 

現 所 属 
 
 電 話 

 
 

 
私は教育職員免許法第５条第１項第３号から第７号までの規定に該当しないこと及び申請に

ついての虚偽又は不正のないことを宣誓します。 
授与 

つきましては、下記免許状の 交付 を申請します。 
新教育領域の追加の定め  

 
記 
 

受けようとする 
免許状の種類  

幼 小 中 高 養護  
栄養 特支 自立教科等 

専修 
１種 
２種 
特別 
臨時 

教科又は 
特別支援

教育領域 

 

受 付 日 付 
 
 
 
 
 

 

根拠規定 

 

新旧区分 
□ 新免許状（所要資格取得年度 年度） 
 
□ 旧免許状 
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様式第２号（第３条） 
 

学力に関する証明書及び卒業証明書(一括申請用) 

免許種類 

教科 

氏名 

本籍地 生年月日 年 月 日 

上記の者は、次のとおり単位を修得し、卒業したことを証明します。 

年 月 日 

（証明者職・氏名） 職印  

１ 基礎資格等 学校名 学部名 

（ ） （ ） 

学科名 

（ ） 

年 月 日入学 年 月 日卒業 学位 

（ ） （ ） （ ） 

２ 修得単位 

教科及び教科の指導法（領域及び 学部 聴講 認定 合計 （ ）科目名 
保育内容の指導法）に関する科目 （ ） （ ） （ ） （ ） 

（ ） （ ） （ ） （ ） 
教育の基礎的理解に関する科目 学部 聴講 認定 合計 （ ）科目名 

（ ） （ ） （ ） （ ） 
（ ） （ ） （ ） （ ） 
（ ） （ ） （ ） （ ） 
（ ） （ ） （ ） （ ） 
（ ） （ ） （ ） （ ） 
（ ） （ ） （ ） （ ） 

道徳、総合的な学習の時間等の指導 学部 聴講 認定 合計 （ ）科目名 
法及び生徒指導、教育相談等に関す （ ） （ ） （ ） （ ） 
る科目 （ ） （ ） （ ） （ ） 

（ ） （ ） （ ） （ ） 
教育実践に関する科目 学部 聴講 認定 合計 （ ）科目名 

（ ） （ ） （ ） （ ） 
（ ） （ ） （ ） （ ） 

大学が独自に設定する科目 学部 聴講 認定 合計 （ ）科目名 
（ ） （ ） （ ） （ ） 

その他の科目 学部 聴講 認定 合計 （ ）科目名 
（ ） （ ） （ ） （ ） 体育 
（ ） （ ） （ ） （ ） 日本国憲法 
（ ） （ ） （ ） （ ） 外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
（ ） （ ） （ ） （ ） 情報機器操作 

総合計 単位（ ） 
上記の内容に誤りがある場合は、当該項目下の（  ）内に訂正してください。 
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様式第３号（第３条）

実務成績証明書（教科についての教育成績に関する証明を含む。） 

勤 務 校  氏  名  

休 職 期 間 
年 月 日から 年 月 日まで 
年 月 日から 年 月 日まで 

勤務の 
内容 

年度 期 間 職 名 教 科 週授業時数 備 考 
 自 ． ． 

至 ． ． 
    

 自 ． ． 
至 ． ． 

    

 自 ． ． 
至 ． ． 

    

 自 ． ． 
至 ． ． 

    

 自 ． ． 
至 ． ． 

    

 自 ． ． 
至 ． ． 

    

 自 ． ． 
至 ． ． 

    

 自 ． ． 
至 ． ． 

    

合 計 年 月（休職期間を除算した勤務期間の実年月数） 

教科に関する

所 見 
 

勤 務 成 績  

上記のとおり良好な成績で勤務したことを副申する。

      年 月 日

                  所 属 長                                   印 
上記のとおり証明する。

        年 月 日

                    実務証明責任者                               印

注 １ 休職期間には､育児休業期間等を含めること。 

２ 小学校の教諭等で教科を担任しない場合は、教科欄及び教科に関する所見欄は空欄とする。

    ３ 特別支援学校に勤務した場合にあっては､備考欄に「担当学部」及び「担任した特別支援学校教育領域」を記入すること。

また、教科欄には主に担当した教科を記入すること。（例：「国語」、「自立活動」、合わせた指導の場合は「合科」） 

    ４ 実務証明責任者は､大学附置の国立学校（学校教育法第２条第２項に規定する国立学校をいう。）又は公立学校にあっては

その大学の学長、大学附置の学校以外の公立学校にあってはその学校を所管する教育委員会､私立学校にあっては､学校法人

の理事長とすること。

    ５ 提出は親展書類とすること。 
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様式第３号の２（第３条） 
 

実 務 証 明 書 

 
１ 勤務者氏名及び生年月日

氏名

生年月日 年 月 日

２ 良好な成績で勤務した期間等

※ 長期病気休暇、休職・休業期間については、在職年数として認められません。

勤務期間： 年 月から 年 月

実労働時間： 時間

※ 実労働時間は、勤務期間における実労働時間の総時間数（合計）をご記入ください。

３ 施設の概要

施設名：

※ 認定こども園の場合は、構成するそれぞれの施設の名称について、すべて記載をお願いします。

認可等年月日： 年 月 日

※ 認可外保育施設の場合は、設立年月日をご記入ください。

所在地：

電話番号：

上記の者は、本施設において、上記のとおり実務経験を有する者であること

を証明します。

年 月 日

施 設 名

印

証 明 者

※ 証明者は、施設を設置する法人の理事長、市区町村長等としてください。（園長は不可）

（注） 特例の対象として認められる勤務期間等（３年かつ４，３２０時間以上）について、複数の施設における勤

務期間等を合算する場合は、それぞれの施設ごとに実務証明書が必要になります。
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様式第４号 （第３条） 

人 物 証 明 書 

現 住 所  

氏 名 
 
 

  年     月     日生    
現 職 名 

 

観 察 の 区 分 観   察   の   内   容 

性 格 
 

指 導 力  

 

研 究 心  

 

社 会 性   

信 頼 性   

所 見 
 教育職員とし 
ての適格性 

  

 
上 記 の と お り 証 明 す る 。  

 
        年       月       日 

 
証 明 者                                              印   

注  １  観察の内容は具体的に記入すること。 

２  提出は親展書類とすること。 

３ 有効期限は、証明日から３か月以内である。 
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様式第５号（第３条）

身 体 証 明 書

氏 名 生年月日 年 月 日生

視力
右

左
（矯 正）

右

左

聴力
右

左

疾病異常

等の所見

（ 有り ・ 無し ）※いずれかに○を付けてください。

※「有り」の場合はその内容を以下に記入するとともに、業務への支障の有無についても記入してください。

上記のとおり証明する。

年 月 日

医療機関 所在地

名 称

医師氏名 ㊞

注 有効期限は１年以内とする。
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様式第８号（第３条）

臨 時 免 許 状 授 与 申 請 副 申 書

                                          年 月 日

 福岡県教育委員会 殿 

副申者 印

   下記の記載事項に基づいて臨時免許状を授与されるよう副申します。

記

臨時免許状の種類 助教諭免許状

教科又は

特別支援

教育領域

採 用 予 定 者 名

採 用 予 定 校

採用予定年月日 

（授与希望年月日） 
年 月 日 ※注２

普通免許状を有する者 

 

を採用することができ 

 

ない具体的理由

注 １ 副申者は、大学附置の国立学校（学校教育法第２条第２項に規定する国立学校をいう。）

又は公立学校にあってはその大学の学長、大学附置の学校以外の公立学校にあってはその学

校を所管する教育委員会､私立学校にあっては､学校法人の理事長とすること。 

２ 採用予定日（授与希望日）は、新規に臨時免許状を希望する場合は採用予定日を、前回授

与された臨時免許状に引き続き同じ臨時免許状を希望する場合は、授与希望日（前回授与さ

れた臨時免許状の有効期限満了の日の翌日）を記入すること。 



第４０７６号 増刊②福 岡 県 公 報平成 31 年３月 15 日　金曜日17

　
様
式
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第４０７６号 増刊②福 岡 県 公 報平成 31 年３月 15 日　金曜日 18

様式第９号（第３条） 

教育職員免許状書換申請書 

 
年 月 日 

福岡県教育委員会 殿 
 

本 籍 地 都道府県 
 （フリガナ） 

氏 名 ○印  

生年月日 年 月 日生 
現 住 所 〒 ‐  

 
 

電話番号 自宅 ‐ ‐ 
携帯 ‐ ‐ 

 
下記のとおり、本籍地 ・ 氏名 を変更しましたので、教育職員免許状の書換えを申請します。 

 本籍地 氏名 
変更年月日 

（婚姻日・転籍日等） 
変更前 県都道府  

年 月 日 
変更後 県都道府  

 
免許状の種類 教科又は 

特別支援領域 番号 授与年月日 免許状記載の氏名 
（旧姓等） 

免許状記載 
の本籍地 

（記入例） 
中一種 国語 第 号 平成 年 月 日 山田 太郎 福岡県

  第 号 年 月 日   

  第 号 年 月 日   

  第 号 年 月 日   

  第 号 年 月 日   

（留意事項） 
・ 福岡県が授与した免許状に限り書換えができます。他都道府県で授与された免許状については、授与した都道

府県教育委員会にお尋ねください。

・ 複数の免許状を書き換える場合は、書換え枚数分の手数料（福岡県領収証紙）が必要となります。

・ 番号及び授与年月日欄は、再交付と同時に申請する場合で不明な場合、空欄としてください。 
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様式第１０号（第３条） 

教育職員免許状再交付申請書 

 
年 月 日 

福岡県教育委員会 殿 
本 籍 地 都道府県 

 （フリガナ） 

氏 名 ○印  

生年月日 年 月 日生 
現 住 所 〒 ‐  

 
 

電話番号 自宅 ‐ ‐ 
携帯 ‐ ‐ 

 
下記のとおり、教育職員免許状の再交付を申請します。 
なお、再交付を受けた上は、免許状の保管に十分注意することを誓います。 
再交付の事由 
（該当するものに○） 焼失 ・ 盗難 ・ 風水害 ・ 破損 ・ 紛失 

具体的な状況  

 
免許状の種類 教科又は 

特別支援領域 番号 授与年月日 免許状記載の氏名 
（旧姓等） 

免許状記載 
の本籍地 

（記入例） 
中一種 国語 第 号 平成 年 月 日 山田 太郎 福岡県

  第 号 年 月 日   

  第 号 年 月 日   

  第 号 年 月 日   

  第 号 年 月 日   

 
単位を取得した大学等 

※番号又は授与年月日が不明な場合に記入 学校名： 卒業年月日： 年 月 日 

（留意事項） 
・ 福岡県が授与した免許状に限り再交付ができます。他都道府県で授与された免許状については、授与した都道

府県教育委員会にお尋ねください。

・ 複数の免許状を再交付する場合は、再交付枚数分の手数料（福岡県領収証紙）が必要となります。

・ 番号及び授与年月日欄は、不明な場合は空欄とし、単位を取得した大学等を記入してください。 
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     年     月

     年     月

     年     月

     年     月

     年     月

     年     月

     年     月

教科

免

許

状

     年     月

     年     月

     年     月

     年     月

     年     月

     年     月

     年     月

氏　　名

     ・     ・    から     ・    ・    まで

　　　２・　「免許状」は、所持する教員免許状をすべて記入すること。

          年         月          日

　注　１・　「学歴」は、小学校入学から記入し、休学、休職期間については朱書すること。

　上 記 の と お り 相 違 あ り ま せ ん 。

     ・     ・    から     ・    ・    まで

     ・     ・    から     ・    ・    まで

職
　
　
　
　
　
歴

     ・     ・    から     ・    ・    まで

     ・     ・    から     ・    ・    まで

     ・     ・    から     ・    ・    まで

     ・     ・    から     ・    ・    まで

 勤      務      先 年         月         日 在 職 期 間

     ・     ・    から     ・    ・    まで

授与権者

     ・     ・    から     ・    ・    まで

免許状の種類 授与年月日 有効期限

履                   歴                 書

学       校       名 年         月         日 在 学 期 間

学
　
　
　
　
　
歴

     ・     ・    から     ・    ・    まで

     ・     ・    から     ・    ・    まで

     ・     ・    から     ・    ・    まで

     ・     ・    から     ・    ・    まで

     ・     ・    から     ・    ・    まで

印
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様式第１３号（第８条） 

教育職員免許状授与証明書交付申請書 

 
年 月 日 

福岡県教育委員会 殿 
 

本 籍 地 都道府県 
 （フリガナ） 

氏 名 ○印  

生年月日 年 月 日生 
現 住 所 〒 ‐  

 
 

電話番号 自宅 ‐ ‐ 
携帯 ‐ ‐ 

 
下記のとおり授与証明書の交付を申請します。 

申請事由 
（使用目的・提出先等） 

（例：免許状更新のため、採用試験受験のため、職場提出のため 等） 
 
免許状の種類 教科又は 

特別支援領域 番号 授与年月日 免許状記載の氏名 
（旧姓等） 

免許状記載 
の本籍地 

必要 
枚数 

（記入例） 
中一種 国語 第 号 平成 年 月 日 山田 太郎 福岡県 枚

  第 号 年 月 日   枚 

  第 号 年 月 日   枚 

  第 号 年 月 日   枚 

  第 号 年 月 日   枚 

 
単位を取得した大学等 

※番号又は授与年月日が不明な場合に記入 学校名： 卒業年月日： 年 月 日 

（留意事項） 
・ 福岡県が授与した免許状に限り交付できます。他都道府県で授与された免許状については、授与した都道府県

教育委員会にお尋ねください。

・ 複数の免許状の証明書又は つの免許状について複数の証明書が必要な場合は、必要枚数分の手数料（福岡県

領収証紙）が必要となります。

・ 番号及び授与年月日欄は、不明な場合は空欄とし、単位を取得した大学等を記入してください。 
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委
員
会
告
示
第
四
十
五
号

　
公
職
の
候
補
者
等
が
使
用
し
得
る
演
説
会
施
設
の
指
定
（
昭
和
五
十
三
年
一
月
福
岡
県
選
挙
管
理
委

員
会
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
五
日

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
藤
　
井
　
克
　
已
　
　

　
指
定
し
た
施
設
の
表
北
九
州
市
若
松
区
の
項
中

を
　
　
　
　

に
、
　
　
　

　
同
表
福
岡
市
東
区
の
項
中

を
　
　
　
　

に
、
　
　
　

　
同
表
福
岡
市
博
多
区
の
項
中

選
挙
管
理
委
員
会

北
九
州
市
立
ひ
び
き
の
市
民
セ
ン
タ
ー

〃
　
〃
　
大
字
塩
屋
七
三
六
番
地

北
九
州
市
立
ひ
び
き
の
市
民
セ
ン
タ
ー

〃
　
〃
　
ひ
び
き
の
北
八
番
二
八
号

市
営
筥
松
二
丁
目
住
宅
集
会
所

〃
　
〃
　
筥
松
二
丁
目
四
番

市
営
筥
松
二
丁
目
住
宅
集
会
所

〃
　
〃
　
筥
松
二
丁
目
四
番

市
営
城
浜
住
宅
二
七
棟
集
会
所

〃
　
〃
　
城
浜
団
地
二
七
番

福
岡
市
立
東
市
民
セ
ン
タ
ー

〃
　
〃
　
千
早
四
丁
目
二
一
番
四
五
号

市
営
西
春
町
住
宅
集
会
所

〃
　
〃
　
西
春
町
一
丁
目
一
番

福
岡
市
立
博
多
市
民
セ
ン
タ
ー

〃
　
〃
　
山
王
一
丁
目
一
三
番
一
〇
号

福
岡
市
営
天
神
五
丁
目
住
宅
集
会
所

〃
　
〃
　
天
神
五
丁
目
一
番

福
岡
市
営
天
神
五
丁
目
住
宅
集
会
所

〃
　
〃
　
天
神
五
丁
目
一
番

福
岡
市
立
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

〃
　
〃
　
赤
坂
二
丁
目
五
番
八
号

柳
瀬
市
営
住
宅
集
会
所

〃
　
〃
　
柳
瀬
一
丁
目
一
四
番

柳
瀬
市
営
住
宅
集
会
所

〃
　
〃
　
柳
瀬
一
丁
目
一
四
番

福
岡
市
立
南
市
民
セ
ン
タ
ー

〃
　
〃
　
塩
原
二
丁
目
八
番
二
号

市
営
西
春
町
住
宅
集
会
所

〃
　
〃
　
西
春
町
一
丁
目
一
番



第４０７６号 増刊②福 岡 県 公 報平成 31 年３月 15 日　金曜日26

を
　
　
　
　

に
、
　
　
　

　
同
表
太
宰
府
市
の
項
中

を
　
　
　
　

に
、
　
　
　

を
　
　
　
　

に
、
　
　
　

　
同
表
古
賀
市
の
項
中

を
　
　
　
　

に
、
　
　
　

を
　
　
　
　

を
　
　
　
　

に
、
　
　
　

　
同
表
福
岡
市
早
良
区
の
項
中

を
　
　
　
　

に
、
　
　
　

　
同
表
福
岡
市
西
区
の
項
中

を
　
　
　
　

に
、
　
　
　

　
同
表
柳
川
市
の
項
中

市
立
七
隈
集
会
所

〃
　
〃
　
七
隈
七
丁
目
三
番
二
号

福
岡
市
立
城
南
市
民
セ
ン
タ
ー

〃
　
〃
　
片
江
五
丁
目
三
番
二
五
号

市
営
田
隈
一
丁
目
東
住
宅
集
会
所

〃
　
〃
　
田
隈
一
丁
目
一
九
番

市
営
田
隈
一
丁
目
東
住
宅
集
会
所

〃
　
〃
　
田
隈
一
丁
目
一
九
番

福
岡
市
立
早
良
市
民
セ
ン
タ
ー

〃
　
〃
　
百
道
二
丁
目
二
番
一
号

福
岡
市
西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
第
二
会
議

室

〃
　
〃
　
大
字
女
原
六
〇
一
番
地
一

福
岡
市
西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
第
二
会
議

室

〃
　
〃
　
大
字
女
原
六
〇
一
番
地
一

市
営
下
山
門
住
宅
七
区
集
会
所

〃
　
〃
　
下
山
門
団
地
七
番

福
岡
市
立
西
市
民
セ
ン
タ
ー

〃
　
〃
　
内
浜
一
丁
目
四
番
三
九
号

柳
川
む
つ
ご
ろ
う
ラ
ン
ド

〃
　
橋
本
町
三
八
九
番
地

太
宰
府
市
立
都
府
楼
共
同
利
用
施
設

太
宰
府
市
大
字
通
古
賀
五
六
六
―
一
四
〇

太
宰
府
市
立
都
府
楼
共
同
利
用
施
設

太
宰
府
市
都
府
楼
南
三
丁
目
四
番
一
号

太
宰
府
市
立
大
佐
野
共
同
利
用
施
設

〃
　
大
佐
野
五
丁
目
四
番
一
号

太
宰
府
市
立
大
佐
野
台
共
同
利
用
施
設

〃
　
大
佐
野
五
丁
目
四
番
一
号

青
柳
公
民
館

古
賀
市
青
柳
一
六
九
九
番
地

青
柳
公
民
館

古
賀
市
青
柳
一
六
九
九
番
地
一

花
鶴
丘
三
丁
目
区
公
民
館

〃
　
花
鶴
区
三
丁
目
一
〇
番
地
一
五

市
立
七
隈
集
会
所

〃
　
〃
　
七
隈
七
丁
目
三
番
二
号

柳
川
市
学
童
農
園
む
つ
ご
ろ
う
ラ
ン
ド

〃
　
橋
本
町
三
八
九
番
地
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に
、
　
　
　

　
同
表
み
や
ま
市
の
項
中

を
　
　
　
　

に
、
　
　
　

　
同
表
新
宮
町
の
項
中

を
　
　
　
　

に
改
め
る
。

瀬
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

〃
　
瀬
高
町
大
江
六
七
一
番
地

瀬
高
体
育
セ
ン
タ
ー

〃
　
瀬
高
町
下
庄
八
〇
一
番
地
一

瀬
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

〃
　
瀬
高
町
大
江
六
七
一
番
地

新
宮
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

〃
　
緑
ヶ
浜
四
丁
目
三
―
一

新
宮
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

〃
　
緑
ヶ
浜
四
丁
目
三
―
一

花
鶴
丘
三
丁
目
区
公
民
館

〃
　
花
鶴
丘
三
丁
目
一
〇
番
地
一
八
九


